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背景(1)：子どもの犯罪被害がふたたび増加 

出典：読売新聞 
（平成26年12月12日） 
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出典：警察庁資料「13歳未満の者が被害者となった略取誘拐について」 
（平成25年1月から平成26年11月まで） 
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背景(2) 欧米での新たな研究知見 
• 新たな指標で 『移動中の犯罪被害』の危険の高さが判明  

新指標：「時間で調整された被害発生率」 (time-adjusted rates of 
criminal victimization) 

とくに、学校や職場への行き帰りが問題 

Source: Lemieux, Andrew M. and Marcus Felson. 2012. "Risk of Violent Crime Victimization during 
Major Daily Activities." Violence and Victims 27 (5): 635-55, p.645, Figure 1. 
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科警研での分析：新指標で犯罪弱者の危険が浮き彫りに 
（ひったくり：年齢層別） 

ひったくりの件数と、1,000,000人時あたりの被害リスク  
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出典：原田 豊 (2016) 「『人の流れ』データを用いたひったくりの被害リスクの推定 ― 属性情報を 加味した分析 ―」、第61回数理社会学会大会研究報告 



5 

科警研での分析：新指標で犯罪弱者の危険が浮き彫りに 
（ひったくり：学職別） 

ひったくりの件数と、1,000,000人時あたりの被害リスク  
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出典：原田 豊 (2016) 「『人の流れ』データを用いたひったくりの被害リスクの推定 ― 属性情報を 加味した分析 ―」、第61回数理社会学会大会研究報告 



地域と連携した安全教育・環境改善の要請 

出典：文部科学省スポーツ・青少年
局学校健康教育課長「学校安
全に関する更なる取組の推進
について（依頼）」 
（平成27年3月31日） 

6 

いかに現場の負担とな
らない形で実現するか 

「研究と実践をつなぐ」
取り組みが必要 



研究成果を社会に「実装」：現場で使える道具と方法の提案 

１．「危険なできごとカルテ」を用い
たヒヤリ・ハット調査： 

 子どもを狙った犯罪の前兆（かもし
れない）事案を事前に把握 

 → 先制・予防的な対処につなげる 

 ＱＲコードによるデータ自動読み取
りで現場負担を軽減 

 文科省モデル事業の一環として、 
小学校での調査を実施 
（2015/07/15）   
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２．『聞き書きマップ』を用いた安全点検まちあるき： 
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GPS
受信機

２

デジタル
カメラ

３

４

IC
レコーダー

『聞き書きマップ』による安全点検まちあるきの地図化の手順

①GPS受信機で歩いた経路を記録 → ②撮影時刻で撮影地点を自動判定

③「流し録り」音声から、撮影時刻で録音を頭出し → ④録音の内容を「聞き書き」

無理なく続けるために、 「やさしく、安く」を極める

これだけあれば、維持経費はゼロ！ 10

GPS受信機
（約4,500円） ICレコーダー

（約1,700円）

接続装置
（約1,500円）

デジカメのメモリーカードを外して挿入

Ｃ県「学校安全推進教室」でのアンケート結果
（速報値）

「手間が省ける」が７割

「子どもの事故や被害防止」
「通学路の安全点検」に役立
つとの回答が過半数
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提案１：「危険なできごとカルテ」 
を用いたヒヤリ・ハット調査 

基本となる考え方：「ハインリッヒの法則」 

１件の重大な事件・事故の背景には、 
300件の「ヒヤリ・ハット」がある 
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被害の前兆（かもしれない）事案を把握し、先制・予防的対策を取る 



S 

1 

ねらい： 
 ①さまざまな被害や「ヒヤリ・ハット」を記録できる 
 ②同じ記録用紙を使うことで、中身の違いを比べられる 
 ③地図と組み合わせて、「どこで起きた？」も記録できる 

事案１件に１枚の「カルテ」と、 
発生地点を示す地図とを組み合わせて記録 
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平成２７年度のモデル事業で予備的調査を実施 
 調査の概要： 

 対象：Ａ県Ｂ市内の小学校１校の 
第４学年（３学級：７８人） 

 実施時期：2015年7月15日 

 文科省モデル事業（後述）の一環と
して、教室内で実施  

 回収した調査キットを、科警研の
ディジタル複合機でスキャン 

 QRコードによる自動認識を試行 

 → カルテ123枚、地図98枚の認識 
  が、１人時程度で完了！ 
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 回答状況（速報値：2015/08/28現在） 
 「カルテ」の有効回答数：１１４枚 

 児童1人あたり1.46枚に相当 

 危険なできごと「あり」と回答した生徒数：６６人 

 児童総数の８４．６％ 

 地図の回答数：９１枚(カルテ回答数の79.8％) 

☆地図のエリア外：１６枚(同、14.0％) 

☆場所を忘れた：  ７枚(同、6.1％) 

☆除外した回答の例： 
全項目「分からない」を選択（4件） 
「カラスに襲われた」（1件） 
「転んだ」（1件） 
「幼稚園の頃」（2件） 
人から聞いた話（2件） 
危険な声かけと判断できないもの（3件） 

「始業式いつ？」 
「病院はどこ？」 
「ちゃんと勉強した？」 

 



GISによる「危険なできごと 
発生地点地図」の作成 
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GISに読み込んで地図化 
できごとの種類別シンボルで、

ディジタル地図上に分類表示 

→ 危険なできごとの発生状況を、
わかりやすく「見える化」 

QRコード付き地図を自動認識 
紙地図上の●シールの重心位

置を、緯度経度に変換 

結果をCSV形式で出力 



実用化に向けて、新たな科研費を獲得： 
「子どもの犯罪被害の前兆的事案調査法の開発と妥当性評価」 

（科研費（基盤研究(C)）：H28～H30； 課題番号 16K01906） 

研究体制： 
原田豊・齊藤知範・山根由子（科学警察研究所）・・・犯罪学・教育学Ｇ 

今井修・雨宮護・冨尾淳（東京大学）・・・・・・・・・疫学・空間情報科学Ｇ 

研究の目的（科研費申請書から）： 
  本研究の目的は、子どもの犯罪被害の前兆的事案を迅速・的確に記録

し、その危険性を計量的に評価することを可能にする調査・分析手法を
開発し、学校教育などの現場の人々に届けることである。具体的には、
(1)申請者らが先行研究で開発した「危険なできごとカルテ」の手法を発
展させ、スキャナによる回答内容の自動認識を実現すること、(2)これによ
りデータ化された前兆的事案の危険性を、事案内容および時空間集積
性の観点から客観的に評価する手法を開発すること、(3)この手法の妥
当性・有効性を学校教育現場での試験運用によって検証することを目的
とする。 

  本研究により、前兆的事案の客観的調査・分析に基づいて先制・予防
的に対処することが、学校教育などの現場でも可能になり、子どもの犯
罪被害の未然防止に大きく貢献することができる。 12 



提案２：まちあるき記録作成支援ツール『聞き書きマップ』 
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『聞き書きマップ』による安全点検まちあるきの地図化の手順 

「安全点検地図」で、関係者の情報共有・連携した対処を実現 

①GPS受信機で歩いた経路を記録  → ②撮影時刻で撮影地点を自動判定 

③「流し録り」音声から、撮影時刻で録音を頭出し  → ④録音の内容を「聞き書き」 



小学生による実施事例 (H27/10/30) 



子どもたち自身による安
全点検フィールドワーク 
（10月30日） 

紙に打ち出して、気づいたことを話し
合いながら地図づくり（11月初旬） 

文科省のモデル事業（４年生の社会科授業で） 

コンピュータにデータを取り込み・・・ 

手描きの 
図解も！ 



モデル校での新たな取り組み： 
５年生から新４年生へ、学年を超えた引継ぎ 
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出典：柏市広報番組「カシケン」：第46話「未来を担うキッズを守れ！柏の防犯力」 
http://www.city.kashiwa.lg.jp/soshiki/020300/p035201.html 
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さらなる普及と定着を進
めるために・・・ 
 スマートフォン(Android OS)版 

アプリの開発に着手 
 GPS受信機・ICレコーダー・ 

デジカメの機能を、 
これ１つで実現！ 

 パソコン版との連携も簡単♪ 
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被害防止ツールキットによる、身近な地域の環境改善 

２．合意に基づく問題解決：『聞き書きマップ』による改善の計画／実行／評価 
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受信機 

地元ボラン 
ティアなどの 
まちあるき 

『聞き書きマップ』 
によるデータ化 

「地域の改善計画 
マップ」の作成 

１．地域の問題の「洗い出し」：「危険なできごとカルテ」で前兆的事案を把握 

取り組みの成果の 
「見える化」と、新たな課題の発見 



警察との連携のしくみづくりの取り組み 

 地域住民では対処できない問題 

 → 専門機関への引き継ぎが必須 

 【新展開】警察庁からモデル校のある県警本部へ事務連絡 

 平成28年7月1日付け 

 「『聞き書きマップ』を用いた地域安全マップづくりに係る事業の実施に当たって
の協力について」 

 専門機関（警察・行政機関など）の側の「受け皿」づくりの第一歩！ 

 

Ａ市Ｍ地区での事例： 
通学路に「ヤード」が隣接 



「科学が支える子どもの被害防止」の将来イメージ 

危険体験 
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ティア・NPO 
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